



− 住経験インタビューの試み − 
 










































































































































いく（図 3）。私の父は 1943 年、戦中に浅草の【住居 1】で生まれたが、二年後 1945
年の東京大空襲で焼け出され、その父親（私の祖父）の郷里である長野県北佐久郡、
今の小諸に戻る。しかし元々住んでいた家には住めなかったので、山中の畑の側の農






































図 3. 自分の父へのインタビューの試み（年表） 






































図 3. 自分の父へのインタビューの試み（年表） 






















 インタビューでは、扱う住経験の内容を、①住居遍歴 ②住生活の描写 ③住環境


















































 『住経験インタビューのすすめ』のベースとなっているのは、2013 年から 2017 年





































 『住経験インタビューのすすめ』のベースとなっているのは、2013 年から 2017 年






年である。子との年齢差はちょうど一世代分の 32 歳、経験居住数は 2～13 軒、平均
5.9 軒であった。実施したのは名城大学、京都大学、近畿大学、明石工業高等専門学


















った当時の家、1 階部分は 2 部屋ほど増









りくりして住み続けたが、結局手狭にな 図 8. ある対象者の住居遍歴（公営住宅） 



































〈普通〉から少し外れた住まいの姿 ①  
◯ 積極的な増築と改修を繰り返した住まい 
 同じ家に住みながら、何度も増築と改修を繰り返し、住まいを大きくしていくとい
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図 11. 一戸建て住宅をつなげた住まい 
－ 35 －























































































































































































































階に 2 部屋だけである。3 人の子供たちが小さな頃は問題なかったが、子供たちが成





































階に 2 部屋だけである。3 人の子供たちが小さな頃は問題なかったが、子供たちが成


















































 対象者とその家族が住んだ 3 軒の家が、ほとんど同じ間取りをしていたという珍し
い事例である（図19）。対象者は11歳から23歳まで新築の戸建て［住宅A］に住んだ
が、12年後にその土地が区画整理の対象となり立ち退くことになった。その時に建て
た家が［住宅 B］と［住宅 C］である。［住宅 B］には当時 23歳になっていた対象者が
1 人で住み、その後結婚してからもずっと住み続けている。対象者以外の両親と兄弟
は［住宅 C］に住んだ。A に住んでいた家族が B と C に分かれたわけだが、A と B と C
図 17. 住むことは建てること 











































































































◯ 伝統的な農家での 1960 年代の暮らし 


























図 20. 伝統的な農家での 1960 年代の暮らし 
代／地域／文化が異なる住まいの理解 ①












































































①1952年生 ♂　 ②1952～70年（ 0 ～18歳）
③長野県飯田市/木造2階建
　 持家築約60年/持家 








































































































































図 20. 伝統的な農家での 1960 年代の暮らし 
代／地域／文化が異なる住まいの理解 ①












































































①1952年生 ♂　 ②1952～70年（ 0 ～18歳）
③長野県飯田市/木造2階建
　 持家築約60年/持家 





























































































































































































図 22. 使われないダイニングテーブル 






































図 22. 使われないダイニングテーブル 




















































































































 ある学生による祖母へのインタビューでは、対象者の祖母は 1932 年生まれ小豆島


















































































































































（2019 年 11 月 2 日、生活美学研究所本年度第 2回定例研究会における講演に基づく） 
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柳沢 究 （京都大学大学院 工学研究科 建築学専攻 准教授） 
指定討論者：佐藤 浩司（元 国立民族学博物館 准教授） 
指定討論者：本間 智希（京都工芸繊維大学 博士後期課程） 
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かなと思って冷蔵庫の中の物から始めたんですよ。1 点 1 点全部取り出してそれを写
真に撮って、その物が買った物ならいくらでいつ買ったか、もらった物なら誰からど
うやってもらったか、すべての素性を尋ねていったんです。それを繰り返して、結局






































































































































私は先ほどの佐藤先生がおっしゃった 1960 年代以降の時代ですね、70 年代の東京
－ 57 －
郊外の町田市というところで育ちました。見渡す限り団地の広がる郊外地です。柳沢
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（2019年 11月 2日、生活美学研究所本年度第2回定例研究会パネルディスカッション） 
 
 
－ 71 －
